
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

戦車の行進とアルプスの山並み

昨年，スイスの農業団体を訪問した際に目にしたポスターである。一方には，果てしな

く広がる土地に，戦車を思わせる大型トラクターの隊列がほこりをたてて行進する写真，

一方には，美しいアルプスの山並みを背景に，緑の山麓に牛が点々と放牧されている写真。

ポスターは「あなたはどちらを選ぶのか」という問いかけをスイスの国民に発している。

いうまでもなくこれは，米大陸，豪州等の大規模，収奪的農業と，スイスの環境保全型農

業を象徴的に対比し，スイスにおける農業保護の必要性を訴えたものである。

スイスは，高度に発達した工業技術を有する貿易立国であること，国土が狭隘かつ山が

ちであり，農業経営の自然的条件が厳しいこと，国内物価水準が高く，産業界，消費者双

方から農産物価格引下げに対する圧力が強いことなど，農業を巡る環境に我が国との類似

点が多い。スイスの農業政策がどのように展開され，どのような国民的合意が得られてい

るかを知ることは，我が国に示唆するところも大きい。

我が国との対比において特に印象的であるのは，まず，農業の「多面的機能」について

の国民的合意が，かなりしっかりした基盤を有しているという点である。美しいアルプス

の農村風景は，スイス国民にとっての「原風景」としてかけがえのないものであり，冒頭

のポスターは正にそうしたスイス国民の心情に強く訴える。観光立国としての実利的側面

も否定はできないが，農業保護に関する法案が，環境団体，市民団体からも提案される，

といった動きからは，農業の有する多面的な機能への共感が国民に広く浸透していること

がうかがえる。

第二に，そうした点とも密接な関連を有することであるが，政策面において規模拡大に

よる農業構造改善というベクトルが，さほど強くは指向されていない点である。多面的機

能重視の立場からは，守るべきは，持続可能な多様な農業であり，直接支払いの条件とし

ては，規模ではなく，環境への配慮が重要な要素となっている。さらに，環境への配慮に

対するインセンティブの一つとして，農産物の標示に関する厳格な制度が運営されており，

環境要件等，一定の条件を満たした農産物は特別の表示が許され（例えば山岳地帯で生産さ

れる農産物の「アルプ」表示），付加価値の高いものとして，高価格での販売が可能となっ

ている。

我が国においても，近年，農業の有する「多面的機能」が各方面で強調されている。し

かし，その価値が，国民的コンセンサスとしてどの程度実感され，共有されているかにつ

いては，依然疑問も残る。守るべきものとしての「多面的機能」がはっきりしているので

あれば，採るべき政策もそれに整合的なものでなければならない。

我が国の美しい水田の風景は，日本人にとっての心の故郷とも言うべき貴重なものであ

ると思う。安定的な食料供給に一定の役割を果たし，地域の産業基盤として地域経済を支

え，環境を守り，美しい国土を保全する農業の，まさに多面的な価値について，いかに国

民的なコンセンサスを得ていくかは，引き続き，我々農業に関係する者にとっての大きな

責任であろう。

（（株）農林中金総合研究所基礎研究部長　原　弘平・はらこうへい）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

『調査と情報』などの調査研究論文や，『農林

漁業金融統計』から最新の統計データがこの

ホームページからご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2007年５月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・世界市場における木材需給の構造変化と国産材時代

および新生産システムについて

・わが国大手食品メーカーの経営環境の変化と

海外展開の方向

――欧米との比較の観点から――

【協同組合】

・多様な組合員の意思決定への参加

――独仏の協同組合の事例から――

・イタリアの信用協同組合銀行（BCC）

――組合員制度の変更と現在の状況――

・森林組合の事業・経営動向

――第19回森林組合アンケート調査結果から――

・漁協経営の現状と取組み

――第25回漁協信用事業アンケート調査結果から――

【組合金融】

・平成18年度第２回農協信用事業動向調査結果

【国内経済金融】

・リース会計基準の改正とリース会社の対応

・米子信用金庫の資産運用アドバイス業務

・遠距離介護という視点からみた高齢者世帯

・りそな銀行における「女性活用」の取組み

【海外経済金融】

・国際商品市況の持ち直し傾向とその背景

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。

みど
りくろ

最 新 情 報

トピックス

2007～08年度経済見通し（2007/5/21）

今月の経済・金融情勢（2007年５月）

「調査と情報」の休刊について（お知らせ）（2007年３月）

「農林漁業金融統計2006年度版」掲載（2007年２月）

日本の農業・地域社会における農協の役割と将来展望
――最近の農協批判に応えて――

（「総研レポート」18調一No.3/2006年５月）


